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ワイラケイ地熱発電所の分離熱水の放流:ニュｰジｰラ

ンド北島中央部にあるワイラケイ地熱発電所は,世界初

の熱水フラッシュ方式の発電所で,約16万kW発電を

1959年以来40年間にわたって継続している.ここでは

生産丼の口元で蒸気と熱水を分離した後,分離熱水約

4,000トン/時をワイラケイ川そしてワイカト川に自然放流

してきた.現在は還元丼を用いて地下還元を始めてい

るので,放流量は3分の2程度に減少している.近い将

来には100%地下還元する予定である.分離熱水は2連

の用水路で自然冷却され,最後は人工溝状に落下して,

ワイラケイ川に約80℃で合流する.用水路で褐色に見え

るものは,分離熱水から析出沈澱した金属元素を含む

シリカ･スケｰルである.

(写真と文:地質調査所地殻熱部玉生志郎)
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